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こ
こ
で
紹
介
し
た
本
を
お
読
み
に

な
り
た
い
方
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
９
月
０
日
大
冒
険
」

さ
と
う
ま
き
こ
作
／
田
中
槇
子
絵

偕
成
社

夏
休
み
に
ど
こ
へ
も
行
け
な
か
っ
た
純

は
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
友
だ
ち
に
会
う

の
が
少
し
不
安
で
す
。
夜
中
に
カ
レ
ン
ダ

ー
を
め
く
る
と
”９
月
０
日
“
。

ど
う
や
ら
不
思
議
な
世
界
へ
迷
い
込
ん

で
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

「
花
火
師
リ
ー
ラ
と
火
の
魔
王
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
プ
ル
マ
ン
作

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
訳
／
く
す
は
ら
順
子
絵

ポ
プ
ラ
社

「
ひ
と
り
で
一
人
前
の
花
火
師
に
な
っ

て
お
と
う
さ
ん
を
負
か
し
て
や
る
」
リ
ー

ラ
の
夢
は
結
婚
よ
り
も
花
火
師
に
な
る
こ

と
。
そ
し
て
花
火
師
の
資
格
を
得
る
た
め

に
、
火
の
魔
王
の
住
む
メ
ラ
ピ
山
へ
一
人

で
出
発
し
ま
す
が
…
。

「
雨
、
あ
め
」

ピ
ー
タ
ー
・
ス
ピ
ア
ー
作
／
評
論
社

雨
の
降
り
出
し
た
あ
る
日
、
２
人
の
兄

弟
は
”雨
の
日
の
冒
険
“
に
出
か
け
ま
す
。

い
つ
も
と
は
違
う
景
色
、
音
、
に
お
い
。

２
人
は
い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
し
ま
す
。
文

章
の
な
い
絵
本
で
す
が
、
兄
弟
の
生
き
生

き
と
し
た
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

雨
の
日
も
少
し
楽

し
み
に
な
る
一
冊

で
す
。

「
チ
ム
と
ゆ
う
か
ん
な
せ
ん
ち
ょ
う
さ
ん
」

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー
デ
ィ
ゾ
ー
ニ

文
と
絵

福
音
館
書
店

ど
う
し
て
も
船
乗
り
に
な
り
た
い
チ
ム

に
、
あ
る
日
突
然
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
や

っ
て
き
ま
す
。
船
長
や
船
員
た
ち
と
過
ご

す
日
々
の
中

で
、
チ
ム
は
立

派
な
船
乗
り
に

成
長
し
て
い
き

ま
す
。

「
ペ
ン
ギ
ン
タ
ミ
ー
ノ
」

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ベ
ル
ク
作

那
須
田
淳
訳
／
カ
ロ
ラ
・
ホ
ラ
ン
ト
絵

ひ
く
ま
の
出
版

ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
の
男
の
子
タ
ミ
ー

ノ
は
コ
ウ
テ
イ
ペ
ン
ギ
ン
族
の
ナ
ヌ
マ
姫

が
大
足
族
に
さ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
、

姫
を
救
出
す
る
た
め
旅
に
出
か
け
ま
す
。

途
中
、
各
地
で

出
会
っ
た
仲
間

た
ち
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
、
姫

を
探
し
続
け
ま

す
。
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まちの話題
代表電話10422-45-1151

市外局番0422は省略しています

おはよう！三鷹市です
FMむさしの78.2MHz
月～金曜日10：20～25放送

武蔵野三鷹ケーブルテ
レビ5ch
1日4回放送
9:30/14:30/19:30/23:30

三鷹市市政情報番組

三鷹市
広報番組

みる・みる・
三鷹

●第197回（9月5日～18
日放送）来年２月実施ご
み分別ルール変更／ジ
ブリ美術館お泊まり会

広報みたかは三鷹市シルバ
ー人材センター会員がお届
けしています。
→シルバー人材センター

1 48―6721

ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険
か
ら
大
冒
険
ま
で
、

今
回
は
５
冊
紹
介
し
ま

す
。
小
さ
な
冒
険
者
た

ち
と
一
緒
に
あ
な
た
も

旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
さ
な
冒
険
者
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三鷹市長
メールマガジン
メッセージ、活動記録、
部長コラム、新着情報

三鷹市ホームページ・
同携帯サイトから登録
できます。

9月11日g～10月24日a

7三鷹市芸術文化振興財団・
三鷹市美術ギャラリー、共同通信
社主催
1983年に36歳の若さでこの世
を去るまで、「自己と他者」とい
う普遍的なテーマで写真を撮り続
けた写真家・牛腸茂雄。本展は、
彼が残した3冊の写真集の全作品
に加え、桑沢デザイン研究所時代
の課題作品などを集めた大回顧展
となります。展示は2会場で開催
します。
◆会場 第一会場＝三鷹市美術ギ
ャラリー、第二会場＝芸術文化セ
ンター・アートスタジオ
◆休館日 月曜日（9月20日・10月
11日は開館）・9月21日c・10月
12日c

◆開館時間 午前10時～午後8時
（入館は7時30分まで）
◆観覧料 一般800円・学生（中・
高・大）500円
※65歳以上、小学生以下およ

び障害者の方は無料
※20人以上の団体（一般）は2
割引き
※第一・第二会場および映画の
すべてがご覧になれます

関連企画
映画『SELF  AND  OTHERS』
フィルム上映（佐藤真監督・
2000年・53分）
u9月28日c～10月3日a午
後3時、5時、7時から、芸術
文化センター星のホールで。
全席自由。展覧会入場券の半
券をお持ちください。

e三鷹市美術ギャラリー
179－0033

牛
腸

ご

ち

ょ

う

茂
雄
展

パ
ラリンピックのマラソンに向けて調整も最終段階ですが、ず
っと以前から「アテネには行くもの」と考えて練習に取り組
んできましたから、ここへ来て特別変わったことはしていま

せん。ただ、パラリンピックというものは4年に一度で、私にとって人
生で一回だけの経験になるかもしれません。また今回は、マラソン発祥
の地ギリシャが舞台ですから、格別の思いがありますね。マラソンラン
ナーとしての集大成として、最大のパフォーマンスを発揮したいです。
粘って粘って最後で勝負するという私の持ち味を出すことができれ

ば、アテネではトップに立てる自信があります。ですから金メダルをね
らいます。市内での練習時に伴走を務めてくれる方々、日常生活でご協
力をいただいている方々。そうしたみなさんに喜んでもらえる結果を出
せるよう、“完全燃焼”をしたいと考えています。

1967年10月6日生まれ。1歳半で失明。大手企業でヘルスキーパー（社員に対する
マッサージなどを行う）として働くかたわら、マラソンを始め、'94年、26歳でフ
ルマラソンにデビュー。昨年の障害者世界選手権で見事、銀メダル。さらにアテネ
への選考会となった福知山マラソンでも2位に入り、パラリンピック初出場を決め
た。167㎝、55㎏。

内柴正人選手�
（柔道男子66㌔級）�

鈴木桂治選手�
（柔道男子100㌔超級）�

塚原直也選手�
（体操男子団体）�

が金メダルを獲得！！�

８月29日まで行われていたアテネオリンピックで、内柴正
人選手（柔道男子66㌔級・市内在住）、鈴木桂治選手（柔道男子
100㌔超級・市内在住）、塚原直也選手（体操男子団体・明星学
園出身）の３選手が、見事金メダルを獲得しました。
市内在住の選手の金メダル獲得は初めてのこと。
金メダル獲得後には、各選手へあてたお祝いメッセージが三
鷹市のアテネオリンピック応援サイト「三鷹市アテネ・サポー
ター宣言」（http://www.city.mitaka.tokyo.jp/atene/index.
html）へ多数寄せられました。
また、３選手以外の三鷹ゆかりの選手たちも、メダルを獲得
した選手に負けない頑張りを見せてくれました。
みなさんの温かいご声援ありがとうございました。

日本選手の大活躍で幕を閉じたアテネオリンピックに続いて、9月17日（金）からパラリンピックが開
幕します。今回のパラリンピックには、三鷹市から福原良英選手（男子マラソン、１万㍍）と櫻岡亜希
子選手（射撃）が出場します。
アテネオリンピックに続いて、市民のみなさんの熱い声援をお願いします。

アテネで完全燃焼を
ねらうは金メダル！
福原良英さん（マラソン・1万㍍）

応援してくれているみなさん
の分まで頑張ってきます
櫻岡亜希子さん（射撃）

昨
年パラリンピックの出場資格を得るため出場したカナダ、ド
イツ、オランダの大会では、それぞれ銀、金、団体で銀と銅
メダルを獲得することができました。

メダルを取った瞬間は信じられなくて、表彰台にあがったときには
「自分がこんな所にいていいの？」という感じでした。
パラリンピックの代表に決まったときも実感がなくて…。ボーっとし
てしまって夢か現実か分かりませんでした。
パラリンピックでは、私を支え、応援してくれているみなさんの分ま
で頑張ってきます。帰ってくるときには、首にメダルを下げてきたいで
すね。
私が活躍することで、障害者が射撃競技をしても危険はないというこ
とをみなさんに知っていただければいいなあと思います。

1965年10月12日、三鷹市生まれ。17歳で慢性関節リウマチになり、その後両膝人
口関節置換手術を受ける。34歳のときビームライフルに出会い、36歳でパラリン
ピックの種目になっているエアライフルを始める。2003年に出場した国際大会で
メダルを獲得し、出場資格を取得。

自己と他者

がんばれ！三鷹のパラリンピック選手たち！�

三鷹市アテネ・サポーター宣言�


